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４ 第２部：シンポジウム「岸和田市自治
基本条例～輝く明日のまちづくりはわた
したちの手で～」記録 

 

 

○司会（企画課長） 

 それでは、定刻の２時４０分になりましたので、

シンポジウムを開催させていただきます。 

 お手元の時間割りでは、最終午後４時半という

ことを示してあります。おおむね４時ぐらいまで

ディスカッションをしていただき、その後３０分

程度質疑応答ということで、若干時間押してます

ので４時が若干過ぎるかもわからないんですが、

そのように進めていっていただきたいと思いま

す。 

 登壇していただいてます先生方のご紹介をさ

せていただきますが、冒頭で申し上げるのを忘れ

まして、きょうは主催が岸和田市で、共催で大阪

弁護士会ときしわだ都市政策研究所、この三者で

開催している、そういう意味合いもありまして先

生方にご登壇いただいています。 

 先生をご紹介します。 

 まず、皆さん方の左側から、きしわだ都市政策

研究所の理事長をなさっておられ、桃山学院大学

の教授でいらっしゃる上野谷加代子先生です。

（拍手） 

 次に、先ほどご講演いただきました山口道昭先

生です。（拍手） 

 次に、共催の大阪弁護士会の行政問題委員会に

ご所属をされております松村信夫先生です。（拍

手） 

 続きまして、私ども原曻岸和田市長です。（拍

手） 

 それでは、ここでコーディネーターをしていた

だきます上野谷先生にバトンタッチいたします

ので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 改めて皆さん、こんにちは。 

 ご紹介いただきました、きしわだ都市政策研究

所は、シンクタンクとして市政と、住民と、そし

て企業を含めまして事業所とをつなぐというこ

とを使命とし、岸和田という大阪の一つの都市で

はありますが、日本で、あるいはもう少し大きい

ことを考えて、アジアそして世界に平和と自治と、

そして住民主体のまちづくりを発信していくと

いうことで、初代理事長、加茂先生を初めとして、

研究所の理事並びに研究会の会員の方々にいろ

いろ尽力をいただいております。 

 今日は、私は共催団体の理事長として参画して

おりまして、本日この岸和田市自治基本条例施行

の記念フォーラムとして、みんながこの条例の趣

旨や中身を理解する、先ほど山口先生にいろいろ

お話し聞いたんですけれども、これは私、勉強し

てきましたからよくわかりましたが、先ほどのお

話を踏まえてまたこれ（第一法規出版から発行の

「使える！岸和田市自治基本条例―活用のため

の制度設計―」）を読むとよくわかりますので、

お買い求めいただきたいと思いますけども、要す

るに今日は理解をするということと、そして私た

ちは今後へ向けて、この岸和田においてこの自治

基本条例を日々の生活の中で実効あるものにす

るにはどうしたらいいだろうかなということを

考えるに当たり、新たな出発の決意式と言ったら

おかしいですが、そういうスタートの会にすると

いうことです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日登壇のお二人の先生は、お聞きしますと岸

和田で初めてお仕事をされたということです。私

は原市長とともに長くこの岸和田で育てていた

だいた研究者と言われている人間です。20 代後

半からもうはや20数年間、総合計画やらいろい

ろな仕事に携わらせていただき、私も年とったな

と感慨深いものがあります。 

 それはともかく、それではまずこの岸和田市自

治基本条例を策定したんだけども、そのことの意

味を考える前に、松村先生、弁護士会あるいは弁

護士さんとして、このお仕事に、とりわけ岸和田

になぜかかわってこられたのか、このあたりから

ちょっと入っていただきたい思います。少し岸和

田への思いや感想も含めて、入っていただいた経

過からお願いいたします。 

 

○出演者（松村信夫） 

 今お話ありましたように、私は今、大阪弁護士

会に所属し、生まれは大阪市で、根っからの大阪

人です。ただ、先ほどもお話ありましたように、

この岸和田はいろいろいろんなところでお話は

聞いてますけども、全く初めてここへ来させてい
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ただきました。ちょうど今から２年ほど前、この

中にもありますように策定委員会の、隣にいらっ

しゃる山口先生が学識経験者でお話しされたと

ころですが、私はそれほど学識はないわけで、自

分で専門委員と一応呼んでますが、専門委員の一

人としてかかわらせていただいたわけです。 

 実は私もこれまで他の自治体の、例えば公文書

公開条例の審査会の委員とか、その他幾つかこう

いう委員あるいは審議会なんかに出させていた

だきましたけど、実は正直言いますとここに来る

まで、あるいは参加してから自分の役割が一体何

をしたらいいのかということが本当にわからな

い委員会というのは実は初めてで、我々大阪弁護

士会は行政問題委員会というのがあるのですが、

この委員の中でも非常に意識が低かったわけで

す。 

 最初に、今は亡くなられましたけど、中村委員、

岸和田市都市政策研究会の副会長をしていらっ

しゃいました、その方のご紹介で岸和田市から弁

護士会の方に、弁護士会に行政問題を扱う委員会

があるということをお聞きになって、ここに専門

委員を派遣してほしい、こういうことで要請があ

ったんですが、その要請の内容が先ほどお話があ

りました、まちづくり条例の策定をやるから専門

委員を派遣しろ、こういう話なんですね。 

 そのころは、我々の中にまちづくり条例が自治

基本条例だということと結びつく頭がありませ

んで、当時その要請を受けました委員長が、まち

づくりというから多分都市計画のマスタープラ

ンつくるんじゃないか、そういうことをやる委員

会だと、たまたまその委員会の中でそういうこと

を多少マニアックにやっとるのは松村やから、君

行ってこいやという話になりまして、私もよく中

身はわからずに、じゃあ行かせてもらいますとい

うことで安受け合いしまして、それから岸和田市

の職員の方にお話聞いて、あるいはこの策定委員

会に参加させていただいて、これはやばいことを

始めることになったと。しかしもう今さら引っ込

みがつきませんし、大阪弁護士会派遣ということ

を言われてますから、何か恥ずかしくないだけの

格好だけつけないかんなということで、２年間ほ

ど一生懸命後ろからついてきたというのが正直

なところです。 

 実は、大阪弁護士会、先ほど言いましたように

行政問題委員会つくった、これは今から十二、三

年前のことであります。これは当初は大阪弁護士

会の当時の会長が行政訴訟、先ほど山口先生から

もお話がありましたけども、市民が行政相手にい

ろいろ訴訟する、一般の民事訴訟ではなく行政訴

訟という、そういう言い方を我々使います。これ

が非常に勝訴率が低い、どっちの側の勝訴率が低

いかというと市民の側の勝訴率。これはほかの民

事訴訟なんかに比べて際立っている。戦後長くそ

れがずっと問題点として指摘されながら、だれも

そのことについて疑問を持たなかった。ところが、

やっぱり今の行政訴訟制度自体が問題じゃない

か。 

 それからもう一つ大きな問題は、これは我々弁

護士の側にもあるんですが、行政問題を専門にや

ってきた弁護士というのがほとんどいない。もち

ろんこういう自治体の顧問弁護士サイドとかあ

るいは逆に市民の側でそういうものを専門にや

っておられる方がいらっしゃるけど余りにも層

が薄いということで、まず行政訴訟を活性化して

市民が権利主張者、あるいはもっと言えば、ここ

に市長もいらっしゃいますけど、仮に行政庁、行

政機関が違法な行為をした場合に、市民が司法の

手続を通じてこれを是正していく、こういうこと

をやる、そのためには行政訴訟は活発化しないと

いけない、こういう目的でスタートしたんです。 

 ただ、当初から言われてましたのは、むしろそ

ういう訴訟というのは、先ほど山口先生のお話の

ように最終手段です。ですから、当然時間もかか

りますし、今回行政事件訴訟法が改正になりまし

たけども、先ほど言いましたように門前払い、訴

訟を受け付けられない事案が非常に多いわけで

すね。ですから、もう少し早い段階で住民あるい

は市民の方が行政に対していろいろ物申す、市民

の意向を物申す、あるいは言葉が悪いですが、行

政活動に対する監視をする、こういう活動も必要

なんじゃないか、こういうことが言われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当時も活躍しており、昨日もちょっと新聞に出

ていた大阪市の方が来られていたら引きあいに

出して申しわけないですが、市民オンブズマンが

活動している。そういう人たちの意向も取り入れ

て情報公開制度を充実させる、これを２番目の弁

護士会ないし委員会の橋渡しと考えるんですね。

だけど、そのうちにちょうど先ほどお話もありま

したけど、平成 10 年、11 年、地方分権一括法
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ができました。分権化が進みました。行政といっ

ても国と地方自治体と２つありますが、我々に最

も身近な行政機関というのは皆さんおわかりの

ように岸和田市のように地方自治体ですね。ここ

に権限を移譲していこうという動きがあるんだ

ったら、やはりそこには先ほどお話ありましたよ

うに団体自治ということと同時に住民自治が必

要になってくる。それだったら、住民自治という

ことをより進化させることをいろいろ考えてい

かなきゃいけないということで、ここからは宣伝

になりますから詳しく言いませんが、大阪弁護士

会でも何とかこういうテーマを絞り込みました。

その中でやっぱり出てきたのは、住民と行政とい

うのを、先ほど言いました対置関係に立たせる、

例えば訴訟、原告と被告と考える、あるいは住民、

情報公開制度、公開を求める側と公開をする側と

いう、そういう一方的な関係だけで見るんではな

くて、もう少し積極的に、考えてみればこの岸和

田市を支えているのは何かといえば、岸和田市民

なんですね。もちろんこの中に括弧して事業所の

方もいらっしゃいます。そういう人たちがもっと

もっと行政の意思決定に積極的にかかわってい

く。もちろん代議制ですし、地方自治体も議会が

ありますから、議会の選挙を通じて意思表示をし

て、議会を通じて住民の意思を反映していく、こ

れが一つのやり方ですが、やはりほかにももう少

し並列的にそういう制度があっていいんじゃな

いか、こういうことにようやく弁護士も気づいた

わけです。弁護士ももちろん市民ですが、我々同

時に一応法律を専門としている職能集団ですか

ら、そこで弁護士が何か市民の皆さんに協力でき

ることはないかという方向に徐々に話が来てま

すね。ただ、なかなかそういう機会がなかったん

です。 

 ところが、偶然かもしれませんが、このころか

らほかにも二、三の自治体からいろいろお話があ

るんですが、この岸和田市が一番最初に、先ほど

お話がありましたように、自治基本条例を市民が

本当に策定の一からかかわっていこうというこ

とも非常に大胆な試みですが、ここにたまたま単

に学者の先生とか、あるいは自治体のＯＢの方と

いうような方だけじゃなくて、弁護士がかかわら

せていただくという機会ができたのは、実はここ

が初めてなんですね。 

 そういう意味で、私は偶然瓢箪から駒といいま

すか、１回目の出発点から出てここに参加させて

いただいたんですが、そういう意味では非常にい

い経験をさせていただいた。これは私個人もそう

ですし、弁護士会としてもいい経験をさせていた

だいたと思います。 

 今日、実はこの共催団体になるについて、岸和

田市さんからそういう要請がありました。弁護士

会の方へ、当然役員がおりますのでそこで一応承

認をもらうということで、私の方からそういう話

をしました。弁護士会はこういうことが今まであ

ったということをもちろん、毎年役員の人がかわ

ってますから知らなかったわけですね。一体これ

はどういうことなんや、自治基本条例のフォーラ

ムをやるということで、君はどういうことに参加

するんやと言われましたから、実は２年前からこ

ういうことで大阪弁護士会から推薦していただ

いて参加しているんです。市民の方とこういうよ

うな活動をして、あるいは自治体の方とこういう

ふうにして協働して活動しながらこんなものを

つくってきたんですよということで条例案とそ

れから報告書とか、これの原案を見せました。す

ると、えらく担当の会長が褒めてくれました。こ

んな活動をしとるとは知らんかった。ええ活動し

とるやないか、ぜひ共催をさせてもらえ、ぜひ弁

護士会をＰＲしてこいと、こういうことでしたん

で、きょうは参加させていただいたところです。 

 そういう意味で、弁護士会としてもこういうこ

とに対して、これから皆さんといろんな形で、

我々と自治体といろんな形でいろいろ協働させ

ていただくということも必要かなと思っていま

す。市民委員の方と実際にお会いをして、市民委

員の方あるいは中村先生、山口先生、あるいは大

西さんという若手の研究員の人たち、こういう方

と一緒に勉強させていただいたすばらしい出会

いだったと思うんですが、このことについてはま

た後ほどこの中でいろいろお話が出てくると思

います。そのときにお話をさせていただきたいと

思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございました。 

 松村弁護士は行政のお話だけじゃなしに、弁護

士会の宣伝部長もできるね、聞いてたらね。よく

わかりました。ありがとうございました。 

 じゃあ今、市民委員のお話も出ましたけど、ち

ょっと聞いてみますね。市民委員なさってた方で

今日参加していらっしゃる方、手挙げにくいです

か、挙げにくい。構へん、一応挙げてみて。 

 ああ、ありがとうございます。たくさんの応援

団になるやらわかりませんよ、前の先生方ね。僕

たちの意見がなぜ通らなかったのかという議論

も蒸し返すかもわかりませんが、今回、公募の市

民委員を中心として策定委員会による、先ほど山

口先生のお話にもありましたけれども、政策過程

の協働で意見が違う、異なった場合にどういう形
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でその異なり方を克服していったかというお話

もまた後で詳しく聞きたいんですが、原市長さん、

この市民の公募というのは昔からいろんな委員

会でしてきましたけれども、ここまで徹底して市

民にゆだねるという、この決意はいかほどのもの

で、このあたりは市長のどういうお考えから出て

きたんでしょうか。 

 

○出演者（原 曻） 

 私が最初に市長に立候補したときの公約の柱

の一つが、市民本意のまちづくりを進めることで、

私が市長になってからこの秋で32年になります。

このときは第１次総合計画が策定中でございま

したけれども、私が市長になったために、その総

合計画をもう一遍やり直しをするいうことがあ

りました。そこでまず第１次総合計画をやる前に、

まずアンケート調査、1,000人から5,000人に

アンケート調査を行ったわけです。そしてその意

見を聞きながら、第２次総合計画策定に向かって

動きました。 

 それから、結果論とすれば、市民の意見を十分

聞いていかなければならないし、これからのまち

づくりは市民がやっぱり市政の主体としてやっ

ていかなければならないわけですので、小学校区

に地区市民協議会、これをつくりまして、やはり

地域の特性がありますから、その地域の特性を生

かしたまちづくり、その地域のやれることはその

地域の人たちが力を合わせてやれる。そしてやれ

ないことは市と相談してやる、あるいは市がやら

なければならないことはやっていく。そしてその

地域のまちづくりをどんどん進めていこう、こう

いうことでやってきたわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ、その地区市民協議会というのは自主的な

団体でなければならんというので、これは1973

年から 2002 年までかかり、ようやく小学校区

全部で地区市民協議会ができました。やはり私は、

これは今はやりというよりも大きく動いており

ますが、地方分権の走りじゃないかと思っていま

す。この地区市民協議会を一つの拠点としてこれ

からも岸和田のまちづくり、地方分権のこれから

の発展のために生かしていきたいなと思ってい

ます。 

 まちづくりは 1971 年、私が市長になる前で

すが、モデルコミュニティということが自治省で

提唱されまして、本市も城北地区がその指定を受

けたわけです。その後それを共有しながら、地区

市民協議会２つか３つの校区で統合したものを

つくりながら、６カ所で市民センターを建築し、

それを中心にこの地域の自治努力をしていった

らと、こういうことで考えておりました。 

 今回市民に委ねたのは、こういう市民本位の考

えが根底にあったからです。 

 今後ともこの地方自治の発展のために岸和田

市の先頭に立ってやっていこう、こういう思いで

ございます。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございます。 

 忘れもしません。1971年、城北地区が自治省

からのモデル事業を行いましたが、こういうこと

を言うと失礼やけど、やった当時は市長トップダ

ウンのような、やってくださいとお願いするよう

なやり方が、30 年たちました今日、すばらしい

地区市民協議会になられて、むしろボトムアップ

といいましょうか、下から盛り上がっていくとい

うような形に変わってきました。それは 73 年

11 月、市長さんになられた後、本当に総合計画

やら、さまざまなマスタープランありましたし、

あとはまちざい、まちづくり・ざいせい岸和田委

員会ですか、あの勢いの市民参加、それをずっと

考えていきましても、市長さんが常に市民ととも

に歩む計画行政ということをずっと言ってこら

れたものが今日、今回の自治基本条例へと結実を

して、市民が本当に信用できる市民だと、それだ

けの市民になっておいでになられたということ

だと思うんですね。本当に市長さんの今日に至る

までの私は成果が、市民がつくったんやけど、そ

やけどやっぱり市長とのかかわりの中で、市政と

のかかわりでつくられたという、本当に評価をし

ている次第です。 

 さて、山口先生、今２人からそういう市民とい

うものを主体にするんだということと、やはりし

かしそうは言うものの、山口先生の今までのご経

験でいかがでしょうか、こういう岸和田の初めて

仕事をなさる、ここは岸和田ですから自由に言う

ていただいていいんです。個人情報でない限りは

どうぞ、よその市をけなさないでここを褒めてい

ただくというやり方で、比較をちょっと聞きまし

ょうか。どうぞ先生、お願いします。 
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○出演者（山口道昭） 

 私も松村先生と同じような形で、ともかくここ

に参加するようになったあたりからちょっとお

話ししたいと思っているんですが、私もここには

縁もゆかりもなかったわけでありまして、先ほど

中村征之さん、岸和田市都市政策研究会の副会長

から声をかけられてこちらの方に来たわけです。

声のかけ方も、２カ月ぐらいに１回ぐらい開催し

て、そのうち何回か欠席してもいいよぐらいな形

で声をかけられてたわけなんですね。会議時間が

当初は７時から９時といった感じだと思うんで

すけども、やってるうちに熱心な市民委員さんが

多かったので、30 分早めようというようなこと

をやっておりながら来たようなことですね。 

 私、結構関西空港から来るとここは比較的近く

て便利なんですけれども、７時に着こうと思えば

それなりにいいのがあるんですが、６時半ですと

これに間に合わなくて、結局伊丹空港から入って

たので結構時間がかかるんですね。終わった後も

出るのは関空から出てましたけれども、結構９時

ちょっとぐらいの飛行機で帰って、家に着くと

12 時ちょっと過ぎぐらいなんですけど、それを

だから年に数回だったら別によろしいかなと思

ったんですが、そうではなくて毎月になり、結構

佳境に入ってくると月に２回ぐらいだったりあ

りましたんで、結構きついなというふうに思って

おりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初のころは、それでもそれなりに一応専門は

地方自治ということで、自治基本条例も都市憲章

の時代から関心は持ってたんで、それについて話

す機会があるんであればまだ来たかいがあった

というふうに思われるんですけども、何か結構当

初は中村先生が司会をやっておりまして、結構中

村さんもしゃべるんですけれども、そうしますと

他の策定委員の皆さんも、自分たちもしゃべらせ

ろということで結構おしゃべりになる。おしゃべ

りになっていると、私は何をしに来てるのかと思

いつつ、真夜中に帰らなければいけないというよ

うなことがありまして、結構最初は自分の役割と

言っちゃあなんですけども、松村先生ほどではな

いと言うと失礼かもしれないけど、それなりに役

割はあったはずなんだけれども、それを果たせず

に帰るようなこともありました。 

 ところが、一応条例つくるといっても地方自治

法との関係だとか、あと公職選挙法だとか、その

他、分野分野でいろんな法律があるわけでありま

すから、どの程度規定するというのは結構限界と

いうものがあるわけですね。確かに法令解釈が大

事で、それによって工夫もできるとは思うんです

けれども、例文でだめだというふうに書いてあれ

ばちょっとそこには踏み込めないというような

ことがあるわけです。そうしますと、どこまで踏

み込んでいいのかといったことは個別の法律を

見ていかなければいけないわけですね。結構個別

の法律といってもこれだけではなくてたくさん

あるわけで、それを見ていくためには基本となる

ような考え方があって、それを踏まえて見ていく

ということが大事だというふうに思うわけです

が、市民の方は最初はそんなことはわからないと

思うんですね。地方自治法でこれはだれでもがだ

めだというふうに言ってるんだからやっぱりだ

めだと思うんですね。ある程度説が分かれていて、

この説はだめだと言っているけどもこっちの説

はいいと言ってるといった問題であれば、これは

少し検討してもいいんじゃないかなというふう

になっていくと思うんですけども、その辺の状況

がわからずにとりあえずとにかく上がってくる

わけですね。それに対して策定委員会はそういう

立場からすれば、これはちょっと検討する価値も

ないんじゃないか、これは価値があるんじゃない

か、これはいけるんじゃないかといったことを助

言するのが私の仕事というふうに思っていたら

そうじゃなかったかというのが最初のころの状

況であります。 

 それが、でもしばらくやっていますと、結構皆

さん勉強するわけで、先ほどニセコの条例の話を

しましたけれども、宝塚の条例だとか、結構いろ

んな条例はインターネットに載っていまして、そ

の比較だとか、あと地方自治法についてもどんな

ものができてどんなものができないだとか、非常

に勉強なさるんですね。結論としては、最後のこ

ろになってきますと、ほぼみんな同じレベルで話

ができたのかなというふうに思っています。理論

的にはともかくとして、情報量としてはそういっ

たものがあって、非常に結論としてはそれがいい

ところにつながってきたのかなということがあ

るんです。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 よく私などもね、夢を語るタイプなんですよね。
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そうしますと、上野谷さんの言うことは法律にな

じまないというふうに言われるんですね。法律に

しようと思ってもなじまない。しかし、市民の生

活者の側からしますとね、なじむもなじまないも、

こうしたいんやからそれをなじませるのが法律

の仕事、そうやないのとかね、こういう本当に何

というんでしょうか、荒っぽい理論の立て方とい

いましょうかね、それがあるんですが、そのあた

りの調整というのはどうですか、そのあたりのご

苦労といいましょうか、岸和田市民、何をおっし

ゃってもこたえませんから、どうぞ、どういうや

り方をとられたんですか。 

 

○出演者（山口道昭） 

 これは私の性格にもよるかと思うんですけど

も、人によってはがんがんがんがんやっていくや

り方もあるかと思うんですね。それは先ほど言っ

たように、全くそんなのは検討に値しないよとい

った言い方で押していくやり方もあるかと思い

ます。でも、そうじゃなく、私もちょっと気が弱

いんでなかなかそういったことはできなくて、ま

あそういうときにはちょっと黙っているかな。そ

うしますと、市民の委員の中でそれなりの落とし

どころに落ちていくんですね。それが落ちていか

ないのであれば、やっぱり市民が条例の案をつく

るわけでありますけれども、それがそれなりの常

識の範囲におさまっていればどんなものでもよ

ろしいかと思うんですけども、やはりそれを超え

てしまいますと、私がかかわっていながらそんな

ものになっていくというのは、私の世界というか、

それなりの人間関係もあるわけで、おまえかかわ

ってりゃ何でもできる思っているのかというの

もありますので、それなりに何か言わなきゃいけ

ない、そういう場面に来るかなというのもあった

んですね。ところが、結論的にはそれはなかった

です。市民の中での話の中で、一つの枠の中で、

しかも結構いいとこでおさまりがついたのかな

というふうに思っていますので、非常に最初はが

んがんちょっと発言できないようになって苦し

かった面もあったんですが、後半は非常に楽しく

いい議論ができたというふうに思っているとこ

ろです。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 なぜこれにこだわってるかといいますと、この

自治基本条例といいますのは、やはり参画の、協

働の具体の市政をつくっていくことに関して実

現するということなので、私は自分の専門が方法

論なもんですから、地域福祉、社会福祉の方法論

を専門にしておりますもんですから、具体の合意

形成ですね、一つのものに押したり引いたりしな

がらつくり上げていくという、それを条例化する

という、そのあたりの中に市民の力量が高まって

いくプロセスがあると思うんですね。そこらをや

っぱり見えるようにしてもらいたいというのに

こだわってちょっと聞いているんですが、松村さ

ん、合意形成のそういう過程における先生の役割

と市民の役割とか、あるいは行政の役割とか、そ

のあたりちょっと客観的にご覧になられてどう

でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○出演者（松村信夫） 

 その前に、今、山口先生が言われた、法律はな

かなか夢語れないと昔から言われてまして、もう

大分前の話ですが、亡くなった元大阪府知事の黒

田さんが、「我が六法に恋という字はなかりけり」

というようなことを言ってましたが、なかなか法

律にしますと皆さんのそういう、これは条例の話

ですが、ともすると皆さんそれぞれの思いとか熱

意というのはそこに凝縮しているようなんだけ

ど非常に抽象化されてしまうためにわかりにく

い。今回のこの条例見ていただいて、策定委員の

参加された方々ももちろん不満あるでしょうけ

ど、今日来られた市民の方から見たら何やのと、

２年間かかってこの程度の内容というふうに言

われる可能性あるんですね。もうちょっと一歩突

っ込めやと、こう言いたいとの思いです。これは

実はこの２年間の策定過程、これはずっと全部守

秘義務なしにみんなでしゃべって、その過程の議

事録を全部編集したら一つのおもしろい物語に

なるぐらい、いろんな議論がありました。市民の

方々、私ども全く初めての出会いですから、どう

いう方々がお越しになっているのか全くわから

ないで、いきなり３回目か４回目の策定委員会に

ぽっと参加したら、ご存じのとおりこのときは中

村先生が座長をされていたんですが、中村先生が

非常に熱っぽくいろいろと地方分権下における

地方制度としての主体の役割とか住民自治の話

を高く掲げておっしゃってたんですね。 

 正直な話、ぶっちゃけていろいろ言いますけど
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も、私の方がそばで聞いていて、山口先生とは違

ってああええこと上げられるけど、これ条文化す

るのはほとんど難しいなと、率直に言うとそうな

ってしまうんです。それから市民の方、これなか

なか皆さん論客でしてね、熱意がある方が多かっ

た。さすがにやはり公募、公募の過程はこのブッ

クレット見ると最初はなかなか苦労されたよう

ですが、後にばっとみんな自分から精鋭の方がた

くさん集まったという、非常にすばらしい皆さん

が集まったと思うんですが、そんな中でもちろん、

やっぱり私はこの問題を取り上げてほしい。これ

を取り上げてほしいからここに参加したんだと

いう、こういう言い方をすると失礼ですが、シン

グルイシュー型のいろいろ意見をおっしゃるだ

けでした。それから非常に科学的にいろんなこと

をおっしゃる方もいました。最初は、中身は非常

に濃いんですね。だけど、これをそのまま条例に

していくということになると、なかなか集約がき

かないんではないかなというふうに思いました

けども、ここは岸和田市の姿勢もあったのかもし

れない。それから中村さんばかり言いますが、当

時のやっぱり座長の中村さんの一つの姿勢もあ

ったのかもしれませんけど、時間をかけて議論す

るということをしました。これは非常にいいこと

です。 

 その中で、市民の方がいろいろとお互いに議論

されて、しっかりやることもあればいろいろ協調

されることもあったんですが、お互いにやっぱり

感触を、ポイント、論点が徐々に決まって、その

ころを見計らって座長がちょっとまとめ、まとめ

といっても、まずそれぞれ学識経験委員に意見を

一言と、我々にその振り方がまたすごいわけで、

ぼうっとしていると、当然ですけど来ますのでこ

っちもあたふたすることもあったんですが、でも

そういう話をする。そうすると、一つの論点が出

る。それを自治体の事務局の人たちが論点として

きちっとまとめて議事録に載せて、次のときまで

にきちっと論点を開示する。この作業もなかなか

大変だと思うんですが、これをよくやられました。

私も実は他で大学の講師とかいろんなことして

ましたんで、完全にこれに参加できなかった。そ

れからおわびしておきますが、１回か２回は完全

に頭からぽかっと抜けてまして欠席したことも

ありますので、全部参加できなかったんですが、

甚だ申しわけなかったと思います。そういう繰り

返しの作業、特に市民の方が配られた議事録をき

ちっと見ておられて、私の方よりも市民の方が見

てくれてましたから、この作業の繰り返しをやっ

ている中で、やはり徐々に市民の皆さんが考えて

いることも一つの方へ収れんしていく。もちろん

具体的な内容あるいは方法論となるといろいろ

ありますよ。でも一つの論点には一つのことが全

く大体このあたりはこうかなと収れんする、その

作業がまず１ラウンドです。これは論点整理作業

だと僕は思っております。それで１回合宿もしま

したね、途中で。朝から晩までまた皆さんが集ま

って議論しました。ここから２ラウンドになって

具体的に我々も条文の点検作業をしました。この

過程では、学識経験委員もそれなりに意見申し上

げました。私なんか役に立たなかったのですが申

し上げました。 

 それから、事務局、最後は法規担当の人も参加

して、かなり細かな議論をしました。市民委員の

中には、こんな細かいことを法律ってのはやるん

かと、困ったなと思われる方もいらっしゃるかも

しれませんが、そこでもかなり議論し、市民の方

もそれにいろいろ反応して意見をいただいた。お

互いキャッチボール結果として非常にやりやす

かったなと思っています。ですから、余りよいし

ょばかりすると、自分たちで自画自賛でいけませ

んけれども、まあかなりそこらあたり、上野谷先

生が言われたような合意形成過程というのは、私

の見る限りは予想以上にうまくいったんじゃな

いか。これはそれぞれ三者、市民の方、それから

専門委員、それから行政、それぞれがいろいろ考

えた末ではありますが、うまくいったんではない

かと思います。ですから、この経験を何かほかに

も生かしていければというふうに思います。です

から、そういう過程をどこかでまたまとめていく

のも一つかなというふうに思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございました。 

 今、お二人から、中村先生の話がよく出ますの

で、きしわだ都市政策研究所にはいろんな仕事が

あるんですけれども、主には研究会というものを

持っておりまして、会長は理事長であります私が

して、中村征之先生は副会長として、また理事と

してもご活躍いただいておりました。中村征之先

生は本当にこの自治条例をつくることを使命と

なさって、もう本当に力を入れておられたんです

が、残念ながら 2004 年、昨年５月に病で倒れ

られてお亡くなりになられるという、非常にこの

条例をつくっていくプロセスで悲しむべきこと

があったわけです。先生のご遺志も皆さん継いで

いただいて、今日このフォーラムできましたこと

を先生もとても喜んでおられると思います。涙声

になってしまったんですが、これにかけておられ

たんですね。ですから、そういう意味で今日笑っ

て聞いていただいていると思います。 
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 じゃあ、これは今回の岸和田自治基本条例のち

ょっと中身についてお話をお伺いしていきたい

んですが、いかがなんでしょう山口先生、この自

治基本条例そのものが他市でいろいろつくって

いるものと特にどこのあたりが違って、この条例

の持つ意味の大きさ、あるいは岸和田がきっとこ

れでもってこういうふうに変わるんじゃないか

と思えるようなあたり、少しお話しいただけます

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○出演者（山口道昭） 

 何点かもちろんあるかと思うんですが、とりあ

えず条例の前の方から見ていきますと、議会に関

する規定ですね、８条から１０条までが議会、議

員なんですね。先ほどのニセコ等のまちづくり基

本条例の話もしましたが、この条例案を誰が議会

に提案するのかといいますと、これは行政の方で

提案するのがほとんどなんですね。ほかのところ

も多少あるんですが、大体は行政提案の条例にな

ります。そうしますと、行政提案で議会に対する

責務規定やなんかを入れることが僣越ではない

のかというような議論もあり、入れないところも

あるわけですね。自治とは一般的には行政、議会、

それから市民、それが構成する要素、自治の要素

だと思いますので、議会が欠けてしまいますと自

治ではないということで、名称の自治を使わなく

てまちづくり基本というところもあったわけで

す。 

 ところが、岸和田が最初だとは言いませんが、

最初でないにしても結果細かく書いたというと

ころが特徴だと思うんですね。しかも議会と議員

と分けて入れたことは、これは大きな特徴の一つ

かというふうに今思っています。 

 それから、条例の体系化の問題もあるわけです。

ここで一般論としては、自治基本条例、自治体の

憲法と言ったとしても、地方自治法の世界では同

じ条例なんだからどっちが上でどっちが下だと

いったことはないといった考え方もあるわけで

す。ところが、この岸和田市条例はそのような考

え方には立っていないわけです。この岸和田市自

治基本条例が上にあるから、この条例によって他

の条例がつくられていくということで、別に定め

るといった規定が随所にある。これは大きな特徴

だと思っていいかなと思います。 

 それから、26 条の法務のとこのですね、これ

は私の思い入れが、上手に出したつもりはないに

しても、入ってよかったなと思うところです。私

は大学では行政学というのを教えていますが、専

門では政策法務といったものを研究しているわ

けなんです。その政策をいかに法務的に形にして

いくのかといったことを考えていますんで、その

考え方がこの２６条に入ってきたということは

非常に大きな項目です。 

 もう一つ最後につけ加えさせていただくと、ブ

ックレットのタイトルにも「使える」というよう

な言葉を使っています。また、そのサブタイトル

も「まちづくりのための制度設計」ということで、

レジュメでも実効性の確保だとか言ってますん

で、つくっただけではないんだよ、使うんだよと

いうようなメッセージは随所に入れているつも

りです。 

 使うというのは誰が使うか、これはもうブック

レットのタイトルつくるときにも結構議論され

たんですが、市民が使うのか、それとも行政が使

うのか、誰が使うのかという話なんですが、これ

は確かに行政が使う面もありますが、行政はどち

らかというと使われる、これによってこの条例が

実効的になっていけば行政はそれによって義務

を課せられるということで、その義務を課せられ

る行政がこういった使える条例を、もちろん市民

案が土台になっているわけなんですが、それを容

認したといったことも大きな特徴になるんでは

ないかと思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございました。 

 同じ質問、松村先生、どうでしょう。 

 

○出演者（松村信夫） 

 山口先生のお話と重なるんですが、私はむしろ

全体の体系、非常に網羅的になったということも

非常に意味のあることだと思うんです。 

 １つは、第４条、市民の権利とそれから第５条、

市民の責務と来ているわけですね。市民の権利は

当然ですが、市民みずからがつくった条例なんで、

第５条で、市民は、相互に多様な価値観を認め合

い、みずからの発言と行動に責任を持ち、まちづ

くりに取り組むよう努める。それから、市民は、

持続可能なまちづくりを進めるため環境の保全
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に努める。いずれももちろん努力義務ですが、み

ずからの責務をこういう形で明確化したという

のは、僕は斬新的じゃないかと思うんです。 

 ブックレットにも書いておきましたけども、こ

れからいろんな場面でますます市民社会が進ん

でいくでしょうし、この中で行政と市民がお互い

の役割分担をしていかなきゃいけない。そのとき

にやはり発言する市民ってもちろん大事ですか

ら、同時にこの発言と行動に責任を持つと。みず

からのできる範囲で、例えば持続可能な環境の保

全に努める。これはやっぱりこれからの市民のあ

り方として非常に重要なことで、本当にこの理念

が充足されるようになれば、日本の市民社会って

ますます発展していくでしょうし、もう既にそう

いう段階に来ているんではないでしょうか。これ

は非常に僕は積極的な意味があると思います。 

 それから、あとは山口先生の言われたことと重

なるんですが、アカウンタビリティーというか、

説明責任は大切だと。先ほどもありましたが、議

会の責務と同時に議員の責務ということで、これ

は議員さんから見たら、何でおまえらにそんなこ

と言われなあかんねんと。おれはちゃんとみんな

に説明してるからそんなこと言われなくてもい

いよ、こう思われるかもしれませんが、議員は、

例えば議会活動に関する情報、市政の状況等につ

いて市民に対する説明責任がかかる。それは代議

制実施のもとで当然ですけれども、実際にこうい

う条例でやっぱり明示をしておかないと、時とし

て埋没してしまうということなんです。もちろん

市民が一々個別の議員にこれ説明せえ、あれ説明

せえということを認めるものではないけれども、

やっぱりこういうことが非常に大事になるんだ

と。同じように、市長等施政者の説明責任、行政

機関の説明責任もあると思います。23 条の市政

運営の原則の中にも説明責任が入っています。こ

れは、先ほどありましたように市の憲法ですから、

基本条例だから、今後個別の条例ですね、これの

運用指針あるいは改革指針になる問題ですから、

具体的に今後やはり一つ一つの行政採択あるい

は行政立法等を進めていく中で、こういう説明責

任を具体化していく努力、これは当然市に求めら

れますし、市民の方も当然そういう前提で市が動

く、そのかわり市民も市政に常に関心を持ち、説

明責任を市長あるいは議会に、あるいは行政機関

が十分果たしているかどうか、これをやはりきち

っと監視していく、こういうことが必要なんじゃ

ないかと思います。これは私もほかの条例にもな

いわけではありませんが、個々の段階でそれぞれ

こういう制度を設けたということは大きいと思

います。 

 それからあとは、先ほどお話がありましたよう

に意見聴取制度とか住民投票条例、これに突っ込

んで考えましょうと。後ほどいろいろご意見のあ

るとこだろうと思いますが、一つの方向性を示し

得たというふうには思っています。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 今お二人から特徴の話がありましたが、原市長

さん、今のこの自治条例そのものが非常にすばら

しいものであると。そして、とりわけ市議会、議

員さん、市長等の説明責任を含め、さらに言った

らよくやっておられるからこれが通ったんでし

ょうね。議員さん本当によう説明責任果たされて

るし、研修会もよう来はるんですよね、都市政策

研究会の研修会というのも来られるし、そういう

意味では学びと、本当に地元に説明もされてるし、

市民に説明されている。だから余り怖くないよと

いうのがあったのかもしれませんが、市長さん、

ちょっとこういう自治基本条例を契機に、岸和田

はどんなふうに変わりますでしょうか、ちょっと

そのあたり市長の思いをお願いします。 

 

○出演者（原 曻） 

 新しい自治基本条例ができて、非常にこれから

仕組みの特化ということを言いますけど、いわゆ

る岸和田で私は市民の取り組むべき、これが基本

にございますけれども、やっぱり市長、それから

市の職員の資質、議員、そして市民、また事業者

等々がここでやっぱり責任が重くかかってくる

んじゃないかと。やっぱり一番大事なのは情報を

十分知らせるということと、市民の方も情報を知

る、いわゆる岸和田市の市政にどうぞ関心を持っ

てもらうということが一番大事なことなんで、そ

ういうことによってお互いやっぱり触れ合いを

深めるということが、この自治基本条例として一

番大事なことじゃないかと思うんです。１９条で

審議会等の委員を公募ということが謳われてお

りますけれども、実はこれが市では２年前から審

議会の委員の公募をやってきたわけでございま

すけれども、これについても周知が、あるいはそ

ういった知らせる方法が悪いのか、応募人員が少

ないんですね。２名公募して２名しか応募しない、

これでは私は決してよくないと思っているんで

すよ。だからもっと情報を知らせるのと、そして

市民の皆さん方も情報を十分キャッチして、例え

ば審議会の委員に応募する人がやっぱり２名だ

ったら１０名も２０名も、そのくらいの人がいて

初めてこの基本条例が生きてくるんだと。そして

岸和田のまちづくりがうまくいくんだと、こうい

うふうに思いますし、一番大事なのはやっぱり市
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民の皆さん方が市政に関心を持つ、そして私たち

がもっと情報を知らせるということが一番大事

じゃないかなと、こういうふうに思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございます。 

 情報を知らせる、何かここの条文を見ますとわ

かりやすく説明せないかんらしいですが、このわ

かりやすくというのがただ難しい。何かヒントあ

りますでしょうか、お二人の先生方。何かわかり

やすく市民に情報を提供する、情報を集める、広

報とか、あるいは岸和田はケーブルテレビですか、

配信をいただいてみんな見ていたりしますけど

も、その他何かありますか。 

 

○出演者（松村信夫） 

 これはつくっておきながら、どうせえいうふう

に言われると、わかりやすくやっていただけるん

じゃないですかという非常に無責任な言い方に

なるんですが、どの社会でもみんな同じことでし

て、皆さん会社もある意味では裁判所も、全然話

が変わりますが、今あと何年かすると裁判所に皆

さん市民の代表の方が裁判員として参加いただ

くということで、今、裁判所、検察庁、弁護士会

もアメリカへ行き、これを、やっぱり盛り上げて

いくためにどうしたらいいかということで、いろ

いろと苦労してます。どうしても我々は仲間うち

の要望で法律用語とかしゃべると。その方がお互

いにとって概念に誤りがなくていいんですね。行

政も同じだと思います。やっぱり仲間うちでしゃ

べるときは市長も執行機関も職員も、あるいは議

員さんも、お互いが使える言葉でしゃべってます

ので、これも間違いがない。だけどそれはやっぱ

り自分たちの仲間の用語だということは間違い

ないわけですね。だから日本語というのは非常に

表現豊かな言葉ですので、同じことをいろんな言

葉で言えるわけです。だから我々もなるべくそれ

を努力しています。ですから、やはりまず仲間う

ち言葉を捨てるということが大事になる、これは

どの社会でも言えることですけどね。 

 それからあとはＰＲの方法で、岸和田市なんか

も実行されているインターネットがあります。若

い世代の人たちはインターネットを通して日々

更新される情報を見ているんですね。なかなか僕

らもついていけません。ですから、やっぱり情報

というのはアップデートに知らせられるという

このシステムが必要です。まずインターネット等

でサマリーをしっかりと情報伝達するというこ

とになります。これも当然実行され、国でも執行

されていますが、当然それについて公開開示可能

な資料はできるだけ早期にファイルにして、ここ

へアクセスしたらとれますよという形で、市民が

誰でも自由にとれる。昔はともかく一々情報公開

しても市長が庁舎で見てるから資料が見られな

かったんですが、今はインターネットで非常に簡

単にとれます。ですから、そういう方法を使われ

たら、これは一つの具体的なやり方かなと思いま

す。 

 それから、わかりやすくというのはいろいろな

意味で、方法もそうですし内容もそうです。それ

からやはり一通りの説明ではなくてこれは都市

計画なんかでもよくありますが、マスタープラン

をつくるときには本当は可能な複数の案を提示

して、それぞれの特質を事前に皆さんに開示しよ

うと。つまりＡ案もあるがＢ案もありますよと、

選択可能であります。その中から例えば意見書と

して、公聴会その他に市民が自由に意見が言える

ということが必要なんで、それはやっぱり一つの

わかやすさだと思うんですが、そういうことも考

えていかないといけないと思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 山口先生、今回の条例は基本的に関連条例を同

時に施行したというところが一つのすばらしさ

やと思いますし、それをするために決定されてか

ら庁内にすぐ条例整備のチームを行政側が持た

れたという、このあたりの評価をちょっとお願い

できますか。 

 

○出演者（山口道昭） 

 その辺で、そこに関連した規定なんですけれど

も、34 条の後に附則というのがあって、この条

例は、交付の日から起算し九月を超えない範囲内

において規則で定める日から施行する。というマ

ニアックな議論ではあるんですけれども、ここに

かかわってきているんですね。公布が 12 月の

10 日でありまして、そこから９カ月ということ

であるわけですね。９カ月を超えなくて８カ月ち

ょっとだと思うんですが、それで８月１日という

ことで施行されたわけです。これを考えるに当た

っては、とりあえずというか、別に定める条例と

いうものがすべてできまして、これと一緒に自治

基本条例を施行しようという考え方もあるわけ

ですね。そのとおりにこれはなってるわけなんで

すが、そうではなくて、この岸和田市自治基本条

例だけを早目に施行しておいて、そしてここから

委任されている条例があるわけですね、例えば

18 条だとか 19 条、20 条だとか、そういった

ものについては、これだけは後で施行するだとか、

そういうやり方も考えられることはあるんです。
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もちろん検討しました、どれがいいのかいうこと

ですね。結論的には、施行するときには一括して

施行させたいということでこのようにしたわけ

なんですが、この辺はかなり法制的には考えて工

夫したところであったと思います。 

 そして、ちょっと議論をさかのぼって恐縮なん

ですが、わかりやすさということで少しつけ加え

てみたいんですが、私は説明するときに、結構行

政、行政という言葉で話をしてるんですね。ある

意味わかりやすくしようと思って行政というふ

うに言ってる面はあります。ただそれが正確かと

いうと、不正確なんですね、本当は。ここで書い

てあるのは、市長という言葉もあるし、あと執行

機関という言葉もあるんです。執行機関の方は、

教育委員会だとか監査委員だとか選挙管理委員

会だとか、こういったものもすべて執行機関です

ね。地方自治法の場合は市長その他の執行機関と、

行政の執行は行うわけですけれども機関という

ことは違うわけで、そこを分けて考えるべきです。

そして第４章には市長、他の執行機関というふう

な表現にしているわけです。11 条を見ていきま

すと、ここは市長の責務ということで、市長だけ

はこういったものがあるよ、12 条では、その他

についてはこんなものがあるよというふうな書

き方をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、それがなかなかわかりにくい面もある

ので、執行する機関ならば行政だろうという言い

方でまとめていくと、ある意味ではわかりやすい

という意味合いで言っているんですが、それと同

じようなことでは、市長、市ですね。市というの

は公人であるわけで、権利義務主体、財産の管理

主体だとかいうことになっていきますが、市長と

いうのはそれを執行する機関の一つということ

なんで、この方の意味合いはちょっと違うわけで

す。しかし、しゃべるときに一般的に市といった

ときに、市というのは財産の管理主体、公人であ

ってといったことでイメージしていただけるか

どうなのか、まあそれがどっちでもいいんであれ

ば市長と言ってるかな、市と言ってるかなという

ようなところである程度雑になっている面もあ

るんですけれども、その辺はしゃべるときは結構

雑ですが、書くときにはかなり気をつけて書いて

いますので、その辺は読む側で気をつけていただ

ければもちろんありがたい。それがわかりにくい

というふうに考えるのか、それともあえて苦慮し

てしゃべっているのか、その辺は逆なんですね。

わかりやすさというのはしゃべるから影響して

いるものもあるし、相手が今はどうなんですか、

わかって現実に話さなければいけない場面では

話すし、それがそうではなくてある程度雑でもそ

れなりにイメージが伝わればいいのかというふ

うに考えれば、それがある意味ではわかりやすさ

を優先するし、その辺をしゃべる方もそうだし、

どちらもどちらでその辺の考え方かなと。それが

だからわかりやすさを優先して文書が出ている

のか、それともそうじゃないのかということを見

きわめる目というのが大事なのかなというふう

にちょっと思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございます。 

 私たちはやはり、正確な情報を適切に自分の血

肉にせねばならない、こういうふうな時代に来て

いると思いますので、先生がおっしゃられるよう

に、やはりきっちりと定義をしながら、他の分野

の人も同じことについて話し合えるという土俵

に入っていかねばならないというふうに思いま

す。 

 やはり協働というのは違いを認めて法律や都

市計画や社会福祉や教育やら、いろんな事柄の専

門職の人と、それから生活者としては専門だけど、

その専門分野からしたらど素人の私と、しかし生

活している主体は私なんだから、そこでやはり話

し合いをするためには、お互いがお互いのところ

に近づくと、私は和文和訳とよく言いますけれど

も、５歳の子にも介護保険知ってほしいと私は思

っているんです、幼稚園の子にも。介護保険とは

こんなんよ、あんたとこのおじいさんがこうして

あれしていると。そやけどお金要るんよという話

だって、ぼおっとしているけど子供なりに何かわ

かってもらわんといかんと思うんですね、ちょっ

と反論になりましたけど。そういう意味では、私

は本当にこの自治基本条例が子供さん向けに書

いたらどうなるかとか、いろんなバージョンを私

は市民が、市民の側がつくっていかへんかったら、

これを子供バージョンで山口先生につくれとい

うと、山口先生の１時間がもったいないから、そ

んなんさせたらあかんと思うんですね。 

 さて、いろいろ話ししてたらね、市長が４時に

出なあかんそうですよね。ごめんなさい、市長さ
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ん、そうしましたら３人の方にこの岸和田の自治

基本条例にこれから期待することとか、岸和田市

民に期待することとか、市長さんとしてこれを受

けて、市長がずっとおっしゃってこられた市民自

治都市という実現に向けて、いかがでしょう、抱

負あるいはみんなに期待すること、市民にこれか

ら頑張れよと、行政マンにこれからこういうこと

をやるんだぞというようなお話をいただきたい

と思います。よろしくどうぞ。 

 

○出演者（原 曻） 

 新しい岸和田市の自治基本条例ができて、関連

条例を含めてですけれども、８月１日から施行さ

れた。これは新しい出発の月だったろうと思いま

す。したがって、私どもも心を新たにしてこれか

らも市民とのまちづくりに邁進しなければなら

ん。先ほど来、情報の問題あるいは公開の問題が

ありましたが、例えば広報の問題も、これは市民

が果たして何人ぐらい読んでいただいているん

だろうか、私は半分は超えてないんじゃないかと

思うんですけどね。これはやっぱり広報が悪いん

か、その内容の書き方とか、もっと興味を引くよ

うな書き方があるんじゃないかと、そういう話で

はありますけれども、やっぱり市民は広報ぐらい

はぜひこれ読んでもらいたいと思うんですよ。 

 今しかし、重たいほど一般の広告物入っている

ことですので、私はもういっそ広告を一切見ない

とか、なかなかいろいろ広告あるんですけど、あ

るいはその中に広報も入っているんかなと、それ

はないと思いますけども、ぜひそういうことのな

いよう、インターネットとかいろいろ便利なもの

ありますけれども、そういうことであったり市民

へ公開として市民に知ってもらうということが

一番大事だろうと思います。お互いに情報をキャ

ッチし、これからのまちづくりの担い手は市民だ

と、こういうことをぜひお願いしたいということ

です。私どももちろん市民は担い手だから市民に

皆さんやってくれということは申し上げません。

お互い協力一致して手を携えてこれからやって

いくという市にしなければならない、そういう新

しい時代の第一歩を踏み出したと、こういう決意

をいたしておりますので、ぜひよろしくお願いい

たしたいと思います。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございました。 

 原市政のもう成果であると同時に、あくまでも

スタートだというところなんかがもうにくいで

すね。本当に市長、私大好きですよ。（笑声） 

 さあどうでしょう、２人の先生方、岸和田市に

初めて足を踏み入れていただいて、これがもうご

縁やからね、これは市民は逃がしませんよね、逃

がさないね、ありがとうございます。 

 いかがでしょう、この岸和田市に期待するとい

うか、市政、市民に期待するあたり一言ずつお願

いします。 

 

○出演者（山口道昭） 

 先ほどのわかりやすさにも少し関連している

んですが、誰がって縛りないと思うんですね。結

局市の職員はわかりにくくするために説明をす

るわけじゃなくて、自分では当たり前のことだか

らそれで市民の方にも同じような表現をしてい

るわけです。しかしながら、それが市民にとって

わかりにくいとすれば、それはわかりにくいとい

うことを主張しなければだめだと思うんです。主

張することによって、ああわかりにくいのかと。

この23条かな、説明責任のところを見ていきま

すと、これは市長及び他の執行機関はということ

がありますので、これはもっと市民にわかりやす

くしなければいけないわけですね。市民がわかり

にくいと言えばそれはわかりにくいんであって、

それは説明する側ではわかったとしても、市民の

受けとめ方がそうでなければまずいわけですね。

そういったことを主張する権利があるわけなん

だから、それをまず理解して使いこなさなければ

いけないんではないかなと思います。本当にまず

それが出発点です。 

 あともう一つ、条文の中身は先ほど個別のとこ

ろでお話をしましたが、少し大きく見ていきます

と、語尾にちょっと注意していただきたいという

のがあります。例えばですね、第２章のところ、

これちょっと細かいんですけども、市民の権利は、

権利を有するだとか、差別を受けないだとかいう

ふうになっています。責務になります５条は市民

の責務なんですが、これは努めるとしてあるんで

すね。１項、２項、３項、市民は、どうすること

を努めるということです。６条の事業者も、これ

はどんな状態にあるかということ、知る権利を有

するだとか、差別的な扱いを受けないだとかいう

ことがあります。責務になることが努めるなんで

すね。 

 こうやって見てきますと、市民の権利に関する

ような規定は努める規定だとか、そんなものであ

って、少し議会に対してもいろいろしているんで、

先ほどのような形で努力義務が結構多いという

ふうに思います。９条、それから10条あたりで

すね、努める、努めるというふうになっています。

これが変わってきて、第４章以降、執行機関の義

務になってきますと、これは11条ですと職務を
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遂行しなければならないというような規定にな

って、何とかしなければならないという規定が

11、12、13 条あたりなっています。14 条は

ちょっと違う規定で、そのほか16条は協働なん

で、全くこれは対等な立場という規定をしていま

す。18 条以降になりますと、それを具体化する

のは、これは執行機関の関係の義務だということ

で、これは何とかしなければならないというよう

な規定が非常に多いわけです。これがその次の章

の21条から市政運営の原則もやはり同じであり

まして、１つ努めなければならないもあるけれど

も、大体何とかしなければならないという規定な

んですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そうやって見ていきますと、自治基本条例の性

格は市民に権利を与える部分もありますけど、そ

のかわり議会等すぐにできないことは努めると

いうことになっていますし、そのほかの多くの規

定は職員側でしなければいけないというふうに

なっているわけです。しなければいけないときに、

しない場合があるかもしれない。これを受けとめ

手の方がしなければいけないんだ、していないじ

ゃないかというアピールをしなければ、それはそ

のまま過ぎちゃうんです。これは先ほどのわかり

やすさと同じで、というかわかりやすく説明しろ

と言ってもわかりにくいのであればアピールを

しなければわかりやすく説明をしてもらえない

と同じことだというふうに思います。 

 これからこの条例を育てていって、いかにこの

条例を使っていけるかということから考えれば、

これは他者に義務としては市民の方には何もな

いんだけれども、しなければいけないことを職員

がやっていなければ、なっていないよといったこ

とを言っていく。これがこの条例の実効性確保に

非常に大事なこと、今後求められる課題の一つな

んではないかと今思っているところです。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 松村先生、どうぞ。 

 

 

○出演者（松村信夫） 

 今までが結構自画自賛、いろいろいいことばっ

かり言いましたけども、まだ確かに条例の中身に

は、今、山口先生もちょっと触れられましたし、

まだ詰め切れてないとこもあります。それから、

これ５年ごとの見直しという規定があるんです。

ですから、今後これを実施していく、あるいはこ

れに基づく個別条例を実施してみて、また内容に

不備が出てきたらこれを見直していく。条例の中

にこういうこと書くのもなかなか珍しいと思う

んですけれども、これから５年間まさに実効性が

問われてくるんだと思うんです。私はこれはじゃ

あ条例も、先ほど行政評価、政策評価があると言

いましたけど、条例の実効性、評価はどうするか。

実はこれ全くここは詰め切れてないわけです。こ

れは市民の方一人一人が判断するとこなんでし

ょうが、できれば本当は何かフォローアップ委員

会というようなものをつくって、１年ごとにその

実効度を確認していくようなことをやられても

いいんじゃないか。これは一つの今後の課題です

ね、あるいは１年ごとに、あるいは何年かごとに

市民公聴会を開かれて、そこでこの条例、あるい

はこれに基づく条例の、あるいはそれに基づく政

策の実効性を皆さんで評価していくということ

が大事なんじゃないかなと思います。 

 もう一つ、全然観点が違うんですが、今日のテ

ーマが一つはこういう自治基本条例をつくるこ

とについての市民の皆さんと行政と我々専門委

員の協働ということがありますので、一言だけ違

ったことを申し上げますと、私もこれ以外、ちょ

っと国の方の、特殊なものですけども、審議会、

委員会なんかの委員を最近しております。その中

で感じますことは、審議会、委員会というのはい

ろいろありますが、大多数は方向性が決まってい

るんですよね。私なんか場違いでありながらどこ

でも行ったら一言は言わんと気が済まん男です

から、そこで発言するんですね。大先生なんかお

られるのに発言をしておるんです。大体は、他に

ご意見はありませんか、こういうときには誰も意

見言わないですね。意見言わないということはも

う私の意見に反する意見はないんだと、次のとき

はちゃんとその答申にそれが入ってるかと思っ

たら、いつの間にか少数意見になったり、時には

完全に消えてるということもあります。だから、

そういう専門的なことというのはもちろん専門

委員というのがあるわけですが、やっぱり国民が

もっと積極的に参加できるシステムはないかな、

こう常々考えているんですね。大体そういうとこ

ろに国民の代表として参加されているのは、国民

という名の代表の名のもとの、評論家であったり
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あるいは産業界、あるいは労働界の経営者だった

り、国はそうしないとなかなか国民から広く委員

を公募するなんて、こんな岸和田市みたいなこと

できないですから。何かそこに本当の国民が参加

してない、顔が見える国民が参加してないという

感じがするんです。 

 ところが、この岸和田市は、あるいは岸和田市

と同じような規模の自治体の方が、相手から 10

何万、20 万の市民からこういうふうに公募をし

て市民の方が参加していただくと、本当僕らも感

じましたけど、市民の方ももちろんその来られる

方が本当の市民の全体の意見を代表するか、これ

はわかりませんよ。でも、そこでの発言というの

は市民の顔が見えるんです。顔が見えるこういう

審議会、委員会ができるわけですね。これは非常

にやっぱり重要なことである。まさに住民自治と

いう中で重要なことであります。えてして公聴会

なんかやっても、それは確かにその場だけ議論し

て終わってしまうとか、それから時々そういうの

があります、もう本当にそこで利益相反する団体

あるいは個人の人が来て、お互いにののしり合っ

たり怒号をやりとりして、それで終わってしまう。

何の実りもないように見えることもあります。で

も、話を用意しとったわけじゃないですけど、こ

ういうやり方でやってみると、それなりにまた市

民の方の顔が見えてくる審議会、委員会、あるい

は公聴会というのができてくるはずです。ぜひま

た自画自賛からＰＲ部長と言われますけど、この

岸和田市のやった自治基本条例の体験を、またほ

かの自治体の方もご参考になるようでしたら参

考にしていただいて、目に見える市民参加という

のをやっていただきたいなと思うわけです。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 ありがとうございました。 

 ちょうど原市長、残念ですがこの後の質疑応答

には市長はちょっと参加できません。後の公務が

ございます。市長、一言だけ何かエールよろしい

ですか、皆さん方に。一言。２秒。 

 

○出演者（原 曻） 

 今後とも、心新たに皆さんとともに力を合わせ

てまちづくりに邁進いたします。 

 

○コーディネーター（上野谷加代子） 

 どうもありがとうございました。 

 本当にお忙しいところありがとうございまし

た。 

 

※ 質疑応答は省略 

 


